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第 1報 粕類を混合した人工乳の摂取量
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1 は じ め に

ビープ畔自i酒粕, トウフ粕等を牛用飼料として利用する

研究がなされ,資源の有効利用並びにコスト削減に効果的

なところでは既に乳牛飼料として高度に活用され普及して

いる。これらの飼料泌乳牛あるいは肥育牛用であって乳用

子牛の哺乳期,哺育期の子牛を対象にしたものはない。そ

こで,製 /HL粕の人工乳への活用について調査した。

2試 験 方 法

0)混合素材の選択 (試験 1)
子牛の飼料選択性を調査するため粕類を単品で供用した。

1)供 試 牛 40-60日齢のホルスタイン雌子牛 5頭
2)飼  料 表 1のとおり
3)調 査 法 キャフエテリアフイーデングを 2反復
行い摂取量で選択性を判定した。

4)飼養施設 ペン

表 1 飼料

の効果を検討した。

表 2 人工乳と粕の混合割合

酒 粕 区 210,20,30 ″   ″

ビール粕区 2 10.20.30   ″     ″

1)供 試 牛 生後から13週齢のホルスタイン子牛
2)飼  料 表 3の とおり
3)飼養施設 カーフハッチ

注 Af:ア ルファルファ乾草

酒 粕 区  3    30       ″

ピール粕区  2    20       ″
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12)人工乳と粕類との混合割合の選定 (試験 2)

試験 1で選定した飼料と市販の人工乳の混合して新たな

人工乳を調製しその選択性を調査した。

1)供 試 牛 表 2の とおり
2)飼  料 表 2のとおり
3)調 査 法 キャフエテリアフイーデング
4)飼養施設 カーフハッチ
6)酒粕とビール粕の比較 (試験 3)
試験 2で選定した混合割合の人工乳を生後から供用しそ

3 試験結果及び考察

0)試験 1

子牛の粕類の乾物摂取量を図 1に示した。人工乳>酒粕

>ビール粕>ト ウフ粕の順で予想どおり人工乳が最大であっ

た。さらに保存性,取り扱いの容易さも加味して酒粕とビー

ル粕を選んだ。

(2)試験 2

酒粕及びビール粕を混合した人工乳を給与した子牛の幹

物摂取量を表4と 5に示した。表 4か ら酒粕の10%及び20

%区の摂取量は0%区よりは少なかったのに対して,30%
区は最も多かった。

ビール粕を混合した場合の摂取量は,表 5か らみられる

ように,ビール粕 0%区より多かった。その中では20%が

最も多かった。

DM   CP   ADF   TDN
863
843
347

245
386
253

85
95
274

814

718
トウフ粕  162   219   -   893

表3 選定した粕混合人工乳の比較

-199-



東 北 農 業 研 究 第 47号  (1994)

表4 酒粕の配合割合別乾物摂取量

3

4

5

6

0371047
086■ 053
187± 124
241■ 091

038± 045
112■ 076
155± 088
227± 137

070±046
104± 059
111± 056
218■ 141

105■ 076
150± 060
217± 118
366± 139

注 現物割合で混合した

表 5 ビール粕の配合割合別乾物摂取量

2

3

4

5

6

002■ 002

083± 028
060■ 040
145■ 071

010± 006

157± 038
243■ 048
338± 080

007± 004

188ニヒ036
299± 026
37210 12

009± 002

171± 030
296± 036
345± 018

注 現物割合で混合した

人工乳

図 1

酒 粕   ビール粕   トウフ粕

各粕の乾物摂取量の比較

13)試験 3

対照区,酒粕区,ビール粕区の子牛の摂取量を図 2に示

した。 6週齢までの摂取量は,おおむね酒粕区>ビール粕

区>対照区の順に増加する傾向が見られた。次に,混合を

中断した 6週齢から13週齢までの子牛の摂取量を図 3に示

した。

酒粕区の総乾物摂取量は他区と比較して多く,ま た人工

乳は定量給与であることから酒粕区は乾草の摂取量も多い

傾向を示した。

以上のことから,酒粕の人工乳への活用が認められた。

また,こ の粕類には子牛の摂取量の増加を誘起させる成分

が含有していることが示唆された。

ビール粕,酒粕の各粕類を混合した人工乳を哺乳子牛に給

与した。その結果,取り扱い易さ,採食量の多さから酒粕

を混合した人工乳の活用が認められた。

図 2 人工乳の乾物摂取量
注 同文字間で有意差無し

4 ま と め

製造酒粕の利用を図るため,人工乳単味,及びトウフ粕,
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